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小胞体Ca　pump　inhibitor）で処理後，10　Hz　10秒間
の脱分極刺激により引き起こした定常的な細胞内
Ca濃度変化と細胞短縮を同時記録した．細胞内Ca
濃度と細胞長のプロット（Ca－L　trajectory）は短縮
相と弛緩相でほぼ一致し，定常状態でのCa濃度と
収縮の関係を示すと考えられた．細胞外Ca濃度を
1－8mMの範囲で変化させてもCa－L　trajectoryはほ
ぼ同じ経路を通過し，Ca感受性が変化していない
ことが示された．Ca－L　tranjectoryは，　isoprotereno1
（2－10nM）またはisobuty1－methyl－xantine（100－200
μM）投与により細胞内cAMPを増加させると高濃
度Ca側にシフトし，　phenylephrine（10－100μM）
投与により低濃度Ca側にシフトした．また，　Ca感
受性増強薬EMD57033（0．3－3μM）はCa－L　tranjec－
toryを低濃度Ca側にシフトした．以上の結果より，
本法は心筋細胞のCa感受性の評価に有用であると
結論した．
り復し交叉するまでの回復時間（RT）を比較し，
検討を行った．
【結果】CI群，　II群では晶晶の回復時間は，腓腹部
と比較し，2倍以上の延長を認め，主訴が轡筋破行
であった症例と一致した．他群では，腓腹部のRT
が延長しており，腓腹部痛を訴えた．
【まとめ】腸骨動脈領域に病変を有するASOにたい
しNIRSを用い腓腹部と轡部の虚血を局所的に診断
した．II群を除き，両部位での虚血の存在が確認さ
れ，RTが他の部位より著しく延長し，心筋破行が
起きると示唆された．NIRSの虫部での測定は，治
療法の選択に有益な情報を与え，客観的評価として
有効であった．
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【目的】間激性肢行は，閉塞性動脈硬化症（ASO）
の代表的な症状で，多くは腓腹筋部痛で歩行不能に
なるが，まれに轡部痛を訴える例もみられ，この直
筋破行に対しては信頼できる診断法がなく，自覚症
状にたよっている状況である．そこで，客観的評価
として，近赤外分光法（NIRS）の有効性を評価し
た．
【対象，方法】血管造影検査で腸骨動脈領域に病変
のある，ASO　35症例（男性30例，女性5例，年齢
50～72歳）を対象とした．啓筋への血流分布を考
慮し，病変部位で4群［単一病変例として，総腸
骨動脈病変（CI群），内腸骨動脈病変（II群），多
発病変例として，総腸骨＋外腸骨動脈病変（CI＋
EI群），内腸骨＋外腸骨動脈病変（II＋EI群）］に
分類した．轡部と腓腹部に送受光プローブを装着し，
トレッドミル運動負荷法［傾斜12％にて2．4km／h
を2分30秒間（100m）］でNIRS測定を行い，低
下したoxy－Hbと上昇したdeoxy－Hbが，負荷後よ
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【目的】従来，局所の血流動態を測定する方法とし
ては指示薬希釈法，熱希釈法，133Xeクリアランス
法などの侵襲的方法が用いられてきた．上記の方法
を用いて運動中の筋代謝に関連した研究もなされて
きたが，このような方法では活動している筋の特定
の部位における酸素動態を評価することは不可能で
ある．また，複数の筋が同時に動員される運動時に
おける個々の筋の酸素動態に関する報告は僅かであ
る．そこで本研究では膝伸展運動時において同時に
動員される外側広筋と大腿直筋の酸素動態を近赤外
分光法を用いて測定することを目的とした．
【方法】被検者は健康な体育専攻の女子大学生6名
（年齢20～22歳）とした．運動は椅座位姿勢での膝
伸展運動とし，予め測定した膝伸展運動での最高酸
素摂取量（Vo2peak）の40％と80％に相当する強度
（％Vo2peal〈）で40％Vo2peakでは10分間，80％Vo2peak
では疲労困懲に至るまで運動を行わせた．外側広筋
（m．VL）と大腿直筋（m．　RF）の酸素化ヘモグロビ
ン量（HbO2），脱酸素化ヘモグロビン量（Hb），総
ヘモグロビン量（HbT），組織酸素飽和度（SO2；
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